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はじめに

岐阜県南東部に位置する阿寺断層近傍では，活動的な断層帯の構造や物性と応力状態を調べる目的で，防災科

学技術研究所により，複数のボーリングが行われている． 我々は，阿寺断層近傍の掘削井で採取されたコアに対

して，変形率変形法により地殻応力測定を行ってきた．すでに阿寺断層から直線距離で約 1.5ｋｍ南西に位置する

上野掘削井のコアから推定した応力について報告したが，今回は，阿寺断層から直線距離で約 4ｋｍ南西に位置す

る福岡掘削井と，それよりさらに約 3ｋｍ南西に位置する畑尻掘削井のコアについて測定を行ったのでその結果を

報告する．

実験

用いたコアは，福岡井の深さ約 296 m（FKO296）と約 379 m(FKO379)のもの, 畑尻井の深さ約 400 m (HTJ400)

のもので， FKO296, FKO379 は花崗岩，HTJ400 は花崗閃緑斑岩である[Ikeda et al, 2001]．各深度について

14.5mm×14.5mm×34mm のサイズにカットした鉛直方向（5～6 個）と水平 4 方向（各 2～3 個）の試料を用意し，そ
れぞれの方向の応力を変形率変化法により測定した．測定の際に得られる応力歪曲線から見積もった見かけヤング

率は，FKO296 で 29.6±2.4GPa，FKO379 で 27.0±2.2GPa，HTJ400 で 56.2±7.1GＰaである．福岡コアも畑尻コアも直
接的には定方位されていないが，福岡井には方位が明らかなボアホールテレビュアーの画像があるので，コアの亀

裂とテレビュアーによるボアホール内の亀裂とを比べることでコアの方位を決めた．

測定結果

福岡コアから推定された応力値（最大水平圧縮応力，最小水平圧縮応力，鉛直応力）は，FKO296 では（12.7MPa，

9.3 MPa，7.3 MPa），FKO379 では（16.0 MPa，11.5 MPa，8.9 MPa）である．これらの鉛直応力値から期待される

岩石の密度は 2400～2500kg/m^3 で，検層から得られている密度 2500～2600kg/m^3 に比べて若干小さい．両深度と

も最小水平応力が鉛直応力よりも大きく，最大・最小水平応力の差は小さい．また，最大せん断面に対する最大せ

ん断応力と法線応力との比ｒは，FKO296 で 0.27，FKO379 で 0.29 である．最大水平圧縮軸方向は FKO296 で N4E，

FKO379 でＮ164Ｅと求められ，おおよそ南北から北北西－南南東の方向に推定された．

HTJ400 から推定された応力値は，（18.7 MPa，9.1 MPa，9.7 MPa）である．鉛直応力から期待される岩石の密度

は 2500kg/m^3 で，検層から得られている平均密度に等しい．この地点の応力場は，最大水平圧縮応力＞鉛直応力

＞最小水平圧縮応力のほぼ横ずれ断層型であるが，最小水平圧縮応力値は鉛直応力値に近い．またｒは 0.35 であ

る．

議論

今回の結果の特長の一つは，福岡コアから推定された最大水平圧縮軸方向がほぼ南北で，左横ずれと考えられ

ている阿寺断層の運動方向から推測される応力方向とは異なること，もう一つは（福岡コアの r値）＜（畑尻コア

のｒ値）となることである．

福岡コアから推定された地殻応力値は，池田・他（1999）, Ikeda et al.(2001)の水圧破砕法で測定された応

力値を同深度に外挿した応力値に比べて，最大水平圧縮応力値が 2MPa 小さい程度である．また，鉛直応力が最小

水平圧縮応力よりも小さいことと最大水平圧縮軸方向がほぼ南北であることは彼らの結果と一致している．これら

のことから，福岡井の少なくともこの測定深度の最大水平圧縮軸方向は，ほぼ南北であると考えられる．ただし，

この方向は断層の運動方向とは整合していない．畑尻コアから推定された応力値は水圧破砕法による結果を深さ方

向に外挿した値と比べて，最大水平圧縮応力，最小水平圧縮応力ともに約 8MPa 小さく求められた．値が異なる原

因はわからないが，我々が推定した最小水平圧縮応力値が鉛直応力値と同程度の大きさであることを考慮すると，

鉛直応力に比べて水平応力が比較的大きいという特徴は両測定に共通している．

佐藤・他（2001）の上野コアの測定（深さ 340 m）では，最大水平圧縮軸方向がほぼ東西，r 値は 0.17 であっ

た．今回の結果と合わせて考えると，断層に近くなると r値が小さくなる傾向が見られる．上野コアと福岡コアの

結果で最大水平圧縮軸方向が異なったことについては今後データを増やし検討する必要があろう．
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